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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）

＜連絡事項＞
・2/23（木）安全管理、感染の巡視予定となっています。

・3/2（金）医療法の立ち入り調査前の全体巡視を実施し、3/5（月）医療法の立ち入り巡視を実施します。各スタッフは、受け持ち患者様のカルテチェックを行いましょう。

・2/27（火）庶務の施設巡視を実施予定となっています。

・移動に伴い4/16（月）から5/15（月）までの勤務表を作成する為、年休申請は3/14（水）までに行うようにして下さい。

・日精協の通信教育の受講案内が、庶務前に掲示されています。受講希望する方は、2/26（日）までに高橋SGMへ連絡を行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

・宮本　建蔵様～主治医より2/25（土）16:00～2/27（月）16:00までの外泊が許可となっています。盛岡の妹様へ外泊が許可になった旨を本日、電話連絡しています。

・中川原　義雄様～本人様からの希望で、主治医よりナパゲルン軟膏（鎮痛剤）１本が臨時処方となっています。

・天間　康宏様～家族面談を2/24（金）11:00から実施予定となっています。

・山下　拓也様～乾性咳嗽症状の改善の為、レスプレン(鎮咳薬)本日昼より止めとなっています。

・予測指示）本人希望時、シンラック液与薬2/21(火)～3/7(水)まで継続となっています。

　　新井　圭次様・豊巻　薫様・木村　忠史様・春本　司郎様・石切　久様

＜注目患者様ケース検討＞

・江刺家　陽輝様～本日は、表情の冴えなさ、スタッフを気にする行動見られていますが、他者とのトラブルなく落ち着いて日課・プログラムに取り組む事が出来ています。今後は本人様の訴えを傾聴しながら他者とのトラブルに注意し、主治医へ確認後、本人様への内省を促がしていきましょう。

・新井　圭次様～本日、江刺家様に対して「ボケ」と声高に話される事あり、スタッフ介入要しています。左眼瞼の裂傷については「なおった。なおった。なんでもねぇ」と表情固くしながら話されています。今後は引き続き他者トラブルに注意し、主治医へ確認後、本人様への内省を促していきましょう。

・佐々木　淳様～夜間トイレ覚醒時に前傾姿勢、突進歩行みられており、スタッフ介入要しています。本日は日中、飲水が過度にみられ２㎏の体重の増減あります。また嗜好品要求も頻回であり、スタッフ介入に対して不機嫌となる事あります。今後も引き続き、転倒に注意し歩行状態の観察や飲水量に注意し観察していきましょう。

＜SST評価・検討＞

・アルコールグループ～植村様はやや投げやりな様子みられるも、会話をすすめていくう

ちに受け答えする事が出来るようになっています。

・Ａグループ～曽我様に居眠りみられ、声掛け要していますが、その他のメンバーは居眠りなく最後まで集中する事が出来ています。曽我様と蛭名様のロールプレイを行っており、メンバー同士で良かった事について振り返り行っています。

・Ｂグループ～全体的にご家族等に電話しており、短期目標達成していると話す意見が多

かったです。差し入れや外出のお礼などで電話しているという方もあり、ロールプレイを通して、お礼を伝えるという事の必要性について話し合っています。

・Ｃグループ～自ら話す人が少ない為、スタッフサイドで問い掛けを行っています。ロールプレイでは、八森様に行ってもらい、会話の5つのポイントを元に皆様へもフィードバックをしてもらっています。

・Ｄグループ～自ら発言する患者様は殆どいませんが、スタッフの問い掛けには適切な返　　

答されています。挨拶をするという目標をたてている人が多い為、挨拶は相手にとって気分よく、タイミングをつかむきっかけになることを伝えています。

＜転入患者様情報＞

伊勢田　義斉様（66）主病名：アルツハイマー型認知症　　　　主治医：川端Ｄｒ

　　　　　　　　　　入院形態：医療保護入院　　受け持ち：阿部MNs、石岡CW、鷹場CW

　　　　　　　　　　看護度評価：Ⅲ-B　　作業・リハプロ：Bグループ

【転入に至る経過】

H24.1.17奥様への暴言、暴力行為あり、東病棟Ｄユニットへ医療保護入院。食事、日課は自立して行えていますが、注意・集中の持続が困難で他患者様や特定スタッフに対するイライラ感、周囲・環境へのイライラ感を表出ありますが、他者とのトラブルはなく経過しています。現在イクセロンパッチを増量（現在13.5㎎）、またメマリーも増量し対応しています。作業療法はＢグループですが、ＯＴスタッフと本人様と話し合い現在は自室で書き取り、計算問題を実施しています。 現段階では今後は易怒性の安定化と鎮静を図り自宅退院の方向で、方針設定しています。

・妻様へアルツハイマー型認血症の疾病教室を実施している。

・皮膚科処置はなし。

・買い物カードなし

・暴言・粗暴行為ある方のため、注意して介入してください。

